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発行人 会 長  亀 澤  弘 

 

３８ 

栄
区
が
大
災
害
に 

 
 
 
 

襲
わ
れ
た
ら
！ 

2011
年
度
第
２
回
栄
災
害
対
策
研
修
会 

 

平
成
２３
年
１１
月
２０
日
、『
地
域
・

防
災
組
織
・
行
政
の
連
携
は
』
を
テ

ー
マ
に
、
横
浜
栄
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
公
開
研

修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
姉
妹
都
市
の
長
野
県
栄

村
か
ら
「
栄
村
の
奇
跡
」
と
題
し
て

課
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
後
立
て
続
け
に
３
回
の
震

度
６
台
の
地
震
が
起
こ
り
、
９
割
の

世
帯
が
家
屋
全
壊
半
壊
を
含
む
損
傷

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
民

の
被
害
は
１０
名
の
軽
傷
者
だ
け
、
と

の
話
を
聞
き
、
普
段
か
ら
の
地
域
の

輪
や
近
隣
の
助
け
合
い
が
い
か
に
大

事
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
全
体
討
議
は
大
変
熱
の
こ
も

っ
た
も
の
で
、
参
加
者
か
ら
口
々
に

「
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
は
と
て
も

良
い
」「
も
っ
と
回
数
を
多
く
し
て
ほ

し
い
」
と
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

  

次
回
の
開
催
は 

 
 

平
成
24
年
2
月
25
日 

 
 

栄
区
役
所
に
て
防
災
訓
練 

  

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

第２５回栄区社会福祉大会 

安心・安全な街づくりは 

思いやりの心 と 

心のつながり から 

平
成
２３
年
１１
月
２５
日
（
金
）

午
後
１
時
半
か
ら
栄
区
役
所
４

階
８
・
９
会
議
室
に
お
い
て
第

２５
回
栄
区
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
第
１
部

は
式
典
・
表
彰
が
あ
り
、
今
年
度

は
１１
団
体
と
８
名
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
、
１５０
余
名
の
参
加
者
と

お
祝
い
し
ま
し
た
。 

式
典
で
は
主
催
者
の
区
社
協

会
の
野
村
会
長
の
挨
拶
の
な
か

で
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
、
思
い
や
り
の
心
が
芽

生
え
た
こ
と
、
ま
た
来
賓
の
挨
拶

で
尾
仲
栄
区
長
よ
り
福
祉
の
取

り
組
み
は
、
安
心
・
安
全
な
街
づ

く
り
は
心
の
つ
な
が
り
か
ら
と
、

話
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
は
団
体
活
動
発
表
・
交

流
会
が
あ
り
、
団
体
活
動
発
表
で

は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か

つ
ら
工
房
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
の
施
設

長 

大
平
様
、
す
ぺ
ー
す
モ
モ
の

施
設
長 

三
和
様
か
ら
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

２
つ
の
団
体
共
に
、
地
域
の

人
々
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
、
絆
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
、
ほ
っ
と
で
き
る
地
域
の
お
母

さ
ん
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

交
流
会
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
活
発
な
話
し
合
い
が
あ

り
、
こ
ん
な
に
近
く
に
こ
の
よ
う

な
施
設
等
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
、
今
日
は
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
、
近
所
の
方
や 

友
達
に
も
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
外
に
出
て
働
き
か

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
「
こ
れ

か
ら
年
末
に
か
け
て
、
大
忙
し
に

な
り
ま
す
よ
」
と
笑
い
の
中
で
話

が
進
み
ま
し
た
。 



柳
本 

佳
子 

山
崎 

正
幸 

湯
澤 

義
郎 

横
瀬 

孝
子 

吉
野 

三
重
子 

萬
矢 

和
恵 

渡
邉 

京
子 

渡
辺 

 

忍 

匿
名
希
望
の
方 

３
名 

★ 

法
人
及
び
団
体
賛
助
会
員 

 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

赤
い
テ
ン
ト
の
店 

本
郷
パ
ン 

桂
台
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
テ
ラ 

 

栄
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会 

 

笹
寿
司 

杉
山
歯
科
医
院 

 

伸
こ
う
福
祉
会 

ク
ロ
ス
ハ
ー
ト
栄
・
横
浜 

ミ
チ
ル
美
容
室 

横
浜
桂
台
郵
便
局 

 

横
浜
農
業
協
同
組
合 

(

有)

ニ
ー
ズ
ラ
ン
ド 

(

有)

ユ
タ
カ
電
器
商
会 

平
成
23
年
11
月
末 

現
在
、
177

余
名
の
方
々
か
ら
総
額
約
38
万

5
千
円
の
ご
厚
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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特
志
賛
助
会
員 

 
 
 

随
時
募
集
中 

 
 

福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、

是
非
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
社
会
福
祉
協
議
会

の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
一
人

で
も
多
く
の
皆
様
に
特
志
賛
助

会
員
に
ご
加
入
頂
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

平
成
23
年
度
の
会
員
と
し
て

多
く
の
方
か
ら
申
し
込
み
を
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◇
賛
助
会
員
（
年
会
費
） 

 
 

一
口  

一
、
０
０
０
円 

 
 

（
一
口
以
上
お
願
い 

い
た
し
ま
す
） 

 
 

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
本
協
議
会
役
員
お
よ
び
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の
関

係
者
が
集
金
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

本
郷
中
央
地
区
社
会
福
祉
協

議
会 

事
務
局  

木
村
知
恵
子 

 
 

☎
（
８
９
２
）
０
１
９
７ 

 

☆ 

特
志
賛
助 

会
員
の
み
な
さ
ま 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

★ 

個
人
賛
助
会
員 

（
敬
称
略
） 

青
木 

 

功 

青
木 

 

武 

青
山 

翔
一 

赤
井 

定
子 

赤
塚 

 

勝 

足
立 

弘
治 

新 
 

敏
夫 

阿
部 

一
夫 

天
野 

 

博 

井
澤 

良
雄 

石
黒 

喜
代
子 

石
塚 

 

淳 

石
原 

和
子 

石
本 

幸
子 

泉 

千
恵
子 

伊
藤 

愛
子 

伊
藤 

善
雄 

稲
冨 

龍
男 

岩
崎 

勝
美 

岩
崎 

久
美 

岩
崎 

恵
助 

岩
崎 

順
子 

岩
崎 

日
出
雄 

岩
崎 

富
美
子 

岩
下 

陽
子 

上
霜 

敏
宏 

上
松 

三
枝
子 

臼
井 

文
雄 

大
石 

菊
野 

大
瀬
良 

昇 

大
野 

省
治 

大
橋 

美
根
生 

大
森 

真
由
美 

緒
方 

公
子 

小
川 

久
也 

長
田 

智
子 

小
澤 
康
男 

鹿
倉 
ち
か 

粕
谷 

昭
子 

金
光 

和
子 

金
子 

盛
十
郎 

金
子 

輝
子 

金
子 

 

勝 

金
子 

 

翠 

上
岡 

 

孝 

神
野 

み
ち
子 

亀
澤 

 

弘 

川
田 

康
子 

川
又 

倫
子 

神
林 

広
美 

菊
池 

康
夫 

城
戸 

謙
治 

木
村 

信
幸 

木
村 

知
恵
子 

草
彅 

和
意 

久
保
田 

正
江 

粂
川 

賢
二 

黒
澤 

徳
一 

黒
澤 

宏
子 

小
薗
江 

清
隆 

小
林 

玲
子 

今
部 

 

宏 

齊
藤 

恵
美
子 

斉
藤 

達
雄 

阪
本 

邦
子 

坂
本 

マ
リ
子 

桜
井 

昌
恵 

笹
木 

順
子 

 

佐
藤 

美
知
子 

佐
野 

勝
彦 

佐
野 

照
子 

霜
山 

禮
子 

白
石 

京
子 

城
石 
妙
子 

白
水 
嘉
子 

鈴
木 

明
男 

 

鈴
木 

一
美 

 

鈴
木 

昭
治 

鈴
木 

 

充 

諏
訪 

福
恵 

関 
 

栄
子 

 

関 
 

二
郎 

 

高
田 

良
活 

 

高
野 

桂
子 

 

高
橋 

 

豊 

高
松 

知
光 

高
村 

ハ
ツ
イ 

田
川 

フ
ミ
子 

 

滝
口 

 

稔 

田
窪 

敏
子 

武
井 

妙
子 

 

武
田 

敦
子 

 

武
田 

元
子 

竹
村 

真
知
子 

 

田
中 

 

襄 

 

田
中 

宣
子 

田
中 

美
保
子 

田
中 

 

豊 

 

田
中 

芳
雄 

谷 
 

朋
子 

田
野 

 

環 

玉
川 

賀
洋
子 

 

玉
川 

 

攻 

角
田 

晃
孝 

天
明 

清
美 

道
心 

美
智
子 

長
嶋 

幸
子 

長
瀬 

淳
子 

永
田 

明
子 

中
田 

幸
子 

中
田 

慶
明 

長
瀧 
眞
知
子 

長
沼 

 
勲 

長
沼 

辰
子 

長
沼 

鶴
吉 

長
沼 

優
子 

中
野 

泰
枝 

西
岡 

敬
吾 

西
原 

恵
子 

西
村 

 

榮 

丹
羽 

公
一 

野
村 

洋
吉 

 

野
村 

政
晴 

橋
本 

哲
芳 

長
谷
川 

和
子 

長
谷 

芳
江 

原 
 

恒
雄 

原 
 

敏
司 

伴 
 

光
子 

播
本 

房
子 

 

深
井 

千
穂
子 

 

福
原 

 

功 

福
與 

孝
臣 

藤
井 

伸
子 

藤
崎 

軍
四
郎 

藤
田 

五
郎 

渕
野 

琉
美
子 

伯
耆 

和
子 

伯
耆 

正
義 

星 
 

明
男 

保
住 

陸
男 

細
田 

利
明 

前
田 

万
里
子 

松
尾 

真
紀
子 

 

松
室 

好
晃 

松
山 

 

巌 

三
村 

 

薫 
宮
原 

恒
俊 

宮
原 
良
子 

三
好 
三
代
子 

村
田 

正
代 

 

村
山 

 

譲 

 

八
ッ
橋 

マ
リ
子 

柳 
 

ア
サ
子 



 

本
年
度
よ
り
栄

区
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
局
次
長

と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
栄
区
で

は
平
成
21
年
度
に 
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私
た
ち
の
地
域
福
祉
を
支
え
る
人
々 

・
・
・
・
・
こ
の
方
々
に
伺
い
ま
し
た 

・ 
 

― 

  

① 

あ
な
た
の
組
織
の
昨
今
活
動
状
況
。 

② 

「
地
域
社
協
」
に
対
し
て
の
お
考
え
。 

 

佐
野 

勝
彦
氏
（
地
区
民
児
協
会
長
） 

民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
主
任
児

童
委
員
を
含
め
）

３１
名
が
定
員
で

す
が
、
現
在
３０

名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
日
頃 

の
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
相

談
・
支
援
の
手
助
け
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
お

よ
び
区
役
所
等
へ
の
仲
介
、
地
区
内
の
小
・

中
学
校
と
の
情
報
連
携
が
主
な
活
動
で
す

が
、
そ
の
他
に
は
、「
高
齢
者
の
定
期
訪
問
」、

７０
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、

「
昼
食
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
昼
食

会
は
、
昨
年
５
月
で
３０
周
年
を
迎
え
た
伝
統

行
事
で
す
。 

ま
た
、
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
、
「
子
ど
も
支
援

菜
園
」
「
更
生
保
護
女
性
会
」
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
ま

す
。「
子
ど
も
支
援
菜
園
」
は
近
隣
の
園
児
、

小
学
校
低
学
年
の
児
童
と
一
緒
に
野
菜
の

苗
植
え
、
途
中
の
草
取
り
、
収
穫
ま
で
行
い
、

子
ど
も
の
食
育
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。 

地
区
社
協
の
構
成
員
は
、
各
種
団
体
の
集

ま
り
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
と
協
調

を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
に
協
力
出
来

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
、
仲
介
役
と
し
て
、
社
協
に
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 

 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
や
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

 

特
に
今
年
度
は
、
３
月
の
震
災
体
験
か
ら
、

「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
各
講
座
を
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

桂
台
中
学
校
と
の
共
催
に
よ
る
「
防
災
講

座
」
で
は
、
〝
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
″
の
大

切
さ
を
主
眼
に
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
命

を
守
る
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
研
修
会
で
は
、
被
災
地
の
救
援
活

動
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
災
害
時
の
支
援

に
つ
い
て
具
体
的
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
本
中
連
町
内
会
自
治
会
と
共
催
し

た
協
働
福
祉
講
座
で
は
〝
い
ざ
と
い
う
時
み

ん
な
で
「
生
き
抜
く
」
ま
ち
づ
く
り
″
と
題
し

て
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
術
を
考
え
、「
共
助
」
へ

の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
地
区
社
協
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に

町
内
会
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
住
み

馴
れ
た
街
で
ず
っ
と
・
・
・
と
い
う
願
い
の
実

現
に
向
け
て
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
少
し
で
も
お
役

に
た
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ケ
ア
プ
ラ
ザ
は
、

地
域
の
方
々
に

福
祉
保
健
活
動

の
場
を
提
供
し
、

み
な
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た

事
業
を
企
画
運
営 

佐
川 

由
美
子
氏(

桂
台
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー) 

栄
区
で
は
「
ス
ト
ッ
プ
！
悪
徳
商
法
な
く

そ
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」を
か
か
げ
活
動
を
し
て

い
ま
す
。 

TV
新
聞
等
で
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
ま

た
か
？
と
い
う
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
新
し
い

情
報
を
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
の
方
に
講
演
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。 

 

９
月
８
日
桂
台
団
地
集
会
所
で
悪
徳
商

法
の
現
況
、
ビ
デ
オ
、
寸
劇
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
の
説
明
が
あ
り
、
高
齢
者
３６
人
参
加

さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
対

処
の
仕
方
、
わ
か
ら
な
い
時
は
、
消
費
生
活

総
合
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
す
る
よ
う
に
と
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と

い
わ
れ
ま
し
た
。 

 

来
年
１
月
１６
日
桂
公
田
町
会
「
お
し
ゃ
べ

り
サ
ロ
ン
」
で
セ
ン
タ
ー
の
方
が
講
演
予
定

し
て
い
ま
す
。 

ミ
ニ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
敬
老

の
つ
ど
い
、
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
、
推
進

員
一
同
、
研
修
、
講
演
会
で
身
に
つ
け
た
知

識
を
地
域
の
方
々
に
広
げ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

諏
訪 

福
惠
氏(

消
費
生
活
推
進
員
代
表
幹
事)  

 

消
費
生
活
推
進

員
は
消
費
生
活
に

関
す
る
知
識
を
深

め
消
費
者
力
を
身

に
つ
け
、
地
域
に
広

げ
る
こ
と
で
す
。 

田
中 
一
樹
氏(

栄
区
社
協
事
務
局
次
長) 

策
定
さ
れ
た
「
第
２
期
栄
区
福
祉
保
健
計
画
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
「
誰
も
が
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
福
祉
保
健
計

画
の
理
念
は
、
ま
さ
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
目

指
す
地
域
福
祉
の
考
え
方
と
同
じ
と
い
え
ま

す
。
身
近
な
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え
あ
い
活

動
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
は
、
そ
の
活
動
の

中
核
を
担
う
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

活
性
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
会
と
し
て
も
地

区
社
協
支
援
を
重
点
項
目
と
し
て
設
定
し
、
担

い
手
育
成
・
拡
大
や
交
流
の
場
づ
く
り
促
進
の

た
め
の
補
助
制
度
の
創
設
や
地
区
社
協
活
動

Ｐ
Ｒ
の
強
化
な
ど
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
住

民
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
地
区
社
協
と
と
も

に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
思
い
や
意
見
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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ま
で
考
え
ま
し
た
。
に
こ
！
と
笑
顔

で
リ
ン
ク
で
き
る
場
所
、
お
や
こ
の

絆
づ
く
り
が
で
き
る
安
全
地
帯
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

０
歳
か
ら
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
マ
マ
と
裸
で
触
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
可
愛
い
な 

ー
と
思
っ
た
。
」「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
る
と
私
自
身
が
癒
さ
れ
る
感

じ
が
し
ま
す
。
」「
体
を
こ
ん
な
に
優

し
く
さ
わ
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
！
」
等
、
今
と
い
う
瞬
間
、

子
ど
も
の
成
長
発
達
に
は
『
触
れ
あ

う
こ
と
』
が
大
切
と
気
付
い
た
マ
マ

た
ち
が
い
ま
し
た
。 

６
か
月
か
ら
は
五
感
あ
そ
び
、
音

楽
で
親
子
の
触
れ
合
い
あ
そ
び
を

取
り
入
れ
、
マ
マ
と
リ
ン
ク
し
て
あ

そ
ん
で
い
ま
す
。
１
歳
、
２
歳
、
３

歳
に
な
る
と
、
時
に
は
ト
ラ
ブ
ル
発

生
！
泣
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
笑
っ

た
り
と
マ
マ
も
子
ど
も
た
ち
も
賑

や
か
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を

経
験
し
て
、
親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
ア
ッ
プ
し
、
子
ど
も
同

士
、
親
同
士
が
つ
な
が
り
、
育
ち
合

い
、
命
を
大
切
に
す
る
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

栄
区
地
域
子
育
て
支
援 

拠
点 

「
に
こ
り
ん
く
」 

 
 

施
設
長 

後
藤 

京
子 

 

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
１
階
に
あ
り
、

栄
区
の
公
募
で
「
に
こ
り
ん
く
」
と

名
前
が
決
ま
り
、
地
域
子
育
て
拠
点

と
し
て
活
動
し
、
０
歳
か
ら
～
未
就

学
児
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
遊

び
、
支
え
あ
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
命
、
愛
、
知
恵

等
を
象
徴
す
る
林
檎
か
ら
う
ま
れ

た
「
に
こ
り
ん
」
「
り
ん
く
ん
」
が

地
域
の
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

栄
区
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

し
て
①
お
や
こ
の
居
場
所
、
②
子
育

て
相
談
、
③
情
報
提
供
、
④
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
、
⑤
人
材
育
成 

こ
の

５
つ
の
機
能
を
大
切
に
運
営
し
て

い
ま
す
。 

お
や
こ
の
居
場
所
と
し
て
栄
区

の
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
木
の
ぬ
く

も
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
ス
タ

ッ
フ
で
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
デ
ザ
イ
ン 

 

編
集
委
員 

 
  

青
木 

 

功 

 
  

木
村 

知
恵
子 

前
田 

 

万
里
子 

 

柳
本 

 

佳
子 

 

星 
 

明
男 

 

★ 

原 

稿 

募 

集 

★ 

 
 

当
地
区
社
協
広
報
部
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
福
祉
の
向
上

に
関
す
る
も
の
や
福
祉
に
関
係
す

る
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
な
ど

諸
々
の
話
題
・
意
見
な
ど
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

本
紙
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12 

月
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
発
行
予
定
で
す

の
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
発
行
予

定
の
前
月
末
ま
で
に
、
右
記
の
事

務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
広
報
部
） 

栄区で既に１７件 
約３，６００万円の被害！ 
（１２月１日現在、全てオレオレ詐欺） 

次はあなたかも！ 

 

ま
た
地
域
の
方
に
よ
る
演
奏
、
読 

み
聞
か
せ
、
お
も
ち
ゃ
病
院
、
さ
ら

に
栄
高
校
、
鎌
倉
女
子
大
の
学
生
さ

ん
等
と
触
れ
合
い
の
輪
が
広
が
り
、

年
齢
を
超
え
て
、
つ
な
が
り
、
笑
顔

で
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。 

３
・
１１
の
大
震
災
の
後
の
４
月

オ
ー
プ
ン
で
し
た
の
で
、
家
族
の
大

切
さ
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
こ
と
も

拠
点
の
役
割
と
考
え
ま
し
た
。
毎
日

の
子
育
て
支
援
、
生
活
支
援
を
積
み

重
ね
、
命
を
大
切
に
し
、
今
と
い
う

瞬
間
を
大
切
に
し
、
子
育
て
を
一
緒

に
し
よ
う
！
子
育
て
が
楽
し
い
！

と
み
ん
な
が
支
え
合
え
る
地
域
の

拠
点
、
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
に
な

り
た
い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
願
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
栄

区
の
異
世
代
交

流 

 


